
 

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

   

 

               

霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊 

 
 

(

所
在
地
：
阿
見
村
、
現
稲
敷
郡
阿
見
町
） 

霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
で
は
、
創
隊
以
来
「
操

縦
学
生
」
、「
飛
行
練
習
生
」
に
対
す
る
基
礎
操

縦
教
育
が
主
任
務
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

1939
年
（
昭
和
14
）
年
３
月
１
日
、
横
須
賀
海

軍
航
空
隊
で
行
わ
れ
て
い
た
海
軍
飛
行
予
科

練
習
生
教
育
も
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
に
移
し
、

「
飛
行
予
科
練
習
部(

予
科
練
）」
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、「
飛
行
予
科
練
習
部
」
は
、

鹿
島
海
軍
航
空
隊
の
開
隊
に
よ
っ
て
遊
休
化

し
て
い
た
阿
見
村
青
宿
の
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空

隊
水
上
機
基
地
の
跡
地
（
現
陸
上
自
衛
隊
武
器

学
校
）
に
移
さ
れ
、
1940
（
昭
和
15
）
年
11
月

15
日
、「
飛
行
予
科
練
習
部
」
は
、
第
11
練
習

連
合
航
空
隊
の
も
と
に
、
土
浦
海
軍
航
空
隊
と

し
て
独
立
、
開
隊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
翌
年
10

月
１
日
に
は
、
戦
闘
機
や
練
習
機
の
製
作
・
修

理
・
補
給
を
担
当
す
る
第
１
海
軍
航
空
廠
が
霞

ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
の
隣
接
地
（
現
陸
上
自
衛
隊

霞
ヶ
浦
駐
屯
地
）
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

同
年
12
月
８
日
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
が

勃
発
す
る
と
、
搭
乗
員
の
損
耗
が
予
想
以
上
に

激
し
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
搭
乗
員
を
急

速
か
つ
短
期
間
に
養
成
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、

全
国
各
地
に
搭
乗
員
養
成
の
た
め
の
練
習
航

空
隊
と
こ
れ
を
統
括
す
る
練
習
連
合
航
空
隊

が
次
々
と
設
置
さ
れ
、
1944
（
昭
和
19
）
年
ま

で
に
６
箇
所
の
練
習
連
合
航
空
隊
と
延
べ
56

の
練
習
航
空
隊
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
霞
ヶ

浦
海
軍
航
空
隊
に
は
、
以
前
と
同
様
に
第
11

練
習
連
合
航
空
隊
司
令
部
が
設
置
さ
れ
、
霞
ヶ

浦
・
筑
波
・
鹿
島
・
谷
田
部
・
百
里
原
・
北
浦

等
、
計
13
の
航
空
隊
（
操
縦
基
礎
教
育
を
担

当
）
を
統
括
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
土
浦
海
軍

航
空
隊
に
は
第
19
練
習
連
合
航
空
隊
の
司
令

部
が
設
置
さ
れ
、
土
浦
を
は
じ
め
計
13
の
練

習
航
空
隊
（
予
科
練
習
生
教
育
を
担
当
）
を
指

揮
下
に
置
い
て
い
ま
し
た
。 

1945
（
昭
和
20
）
年
に
入
る
と
さ
ら
に
戦
局
が

悪
化
、
米
軍
と
の
本
土
決
戦
に
備
え
て
、
搭
乗

員
教
育
組
織
を
戦
闘
組
織
に
変
更
し
、
霞
ヶ
浦

海
軍
航
空
隊
は
第
11
練
習
連
合
航
空
隊
に
所

属
し
た
ま
ま
第
10
航
空
艦
隊
（
司
令
部
は
霞

ヶ
浦
航
空
隊
内
に
置
か
れ
ま
し
た
）
の
指
揮
下

に
入
り
ま
し
た
。
第
10
航
空
艦
隊
司
令
部
は
、

指
揮
下
に
あ
る
連
合
航
空
隊
（
霞
ヶ
浦
・
筑

波
・
谷
田
部
・
百
里
原
・
鹿
島
等
16
の
航
空

隊
）
に
特
別
攻
撃
隊
の
編
成
と
特
攻
訓
練
の
開

始
を
発
令
し
ま
し
た
。 

３
月
18
日
、
九
州
沖
航
空
戦
が
開
始
さ
れ
、

３
月
20
日
、
第
10
航
空
艦
隊
司
令
部
は
、
第

11
、
第
12
練
習
連
合
航
空
隊
に
対
し
、
実
用

機
を
保
有
す
る
航
空
隊
司
令
は
、
可
動
機
全
機

を
率
い
て
九
州
の
定
め
ら
れ
た
基
地
に
進
出

し
、
第
３
、
第
５
航
空
艦
隊
の
指
揮
を
受
け
る

よ
う
に
指
示
し
ま
し
た
。
谷
田
部
、
筑
波
、
鹿

島
、
北
浦
、
百
里
原
、
名
古
屋
な
ど
に
あ
っ
た

第
10
航
空
艦
隊
隷
下
の
航
空
隊
は
、
九
州
、

鹿
屋
、
指
宿
、
国
分
、
串
良
な
ど
の
基
地
へ
、

次
々
と
移
動
し
て
い
き
ま
し
た
。 

４
月
６
日
、
連
合
艦
隊
は
、
「
菊
水
１
号
作

戦
」
を
発
動
し
、
海
軍
機
400
機
、
陸
軍
機
130
機

で
沖
縄
周
辺
の
艦
船
お
よ
び
機
動
部
隊
を
攻

撃
し
ま
し
た
。「
菊
水
作
戦
」
は
、
６
月
21
日

の
第
10
号
ま
で
続
け
ら
れ
、
そ
の
中
で
第
10

航
空
艦
隊
が
編
成
し
た
特
攻
出
撃
機
は
645
機
、

そ
の
う
ち
未
帰
還
機
は
453
機
748
名
で
し
た
。

茨
城
県
内
に
あ
っ
た
海
軍
の
部
隊
か
ら
「
菊
水

作
戦
」
の
特
攻
隊
に
加
わ
っ
た
航
空
機
や
搭
乗

員
の
出
撃
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

筑
波
航
空
隊   

 
零
戦
55
機
55
名  

発
進
地
：
鹿
屋 

谷
田
部
航
空
隊 

 

零
戦
55
機
55
名  

発
進
地
：
鹿
屋 

北
浦
航
空
隊 

零
式
水
上
機
１
機
３
名  

94
式
水
上
偵
察
機
７
機
15
名 

   

発
進
地
：
指
宿 

鹿
島
航
空
隊 

零
式
水
上
機
１
機
３
名  

94
式
水
上
偵
察
機
１
機
２
名  

 
発
進
地
：
指
宿 

百
里
原
航
空
隊 

99
式
艦
上
爆
撃
機
20
機
40
名   

発
進
地
：
国
分 

97
式
艦
上
攻
撃
機
11
機
22
名   

発
進
地
：
串
良 

霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
は
、
戦
闘
参
加
の
た
め

の
即
応
体
制
を
維
持
し
つ
つ
、
搭
乗
員
養
成
も

実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
沖
縄
作
戦
の
特
攻
攻

撃
に
専
念
す
る
た
め
、
1945
年
３
月
に
は
教
育

訓
練
の
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
４
月
17
日
、
沖
縄
作
戦
の
さ
な
か
、
航

空
戦
力
を
本
土
決
戦
に
充
当
す
る
た
め
、
新
規

搭
乗
員
教
育
の
再
開
が
命
令
さ
れ
、
３
月
１
日

の
特
攻
隊
編
成
に
も
れ
た
全
国
の
練
習
航
空

隊
の
飛
行
予
備
学
生
、
飛
行
練
習
生
を
霞
ヶ
浦

航
空
隊
に
集
め
、
機
種
別
に
担
当
航
空
隊
を
定

め
、
米
軍
の
本
土
上
陸
に
対
す
る
各
種
の
特
攻

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
８
月
15
日
に

終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。 

現
在
、
こ
の
広
大
な
跡
地
は
陸
上
自
衛
隊
霞

ヶ
浦
駐
屯
地
、
東
京
医
科
大
学
病
院
、
茨
城
大

学
農
学
部
、
大
手
農
機
具
メ
ー
カ
ー
や
醸
造
会

社
な
ど
多
く
の
企
業
の
敷
地
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。 

筑
波
海
軍
航
空
隊 

（
所
在
地
：
宍
戸
町
、
現
笠
間
市
旭
町
） 

1934
（
昭
和
９
）
年
６
月
22
日
に
霞
ヶ
浦
海

軍
航
空
隊
友
部
分
遣
隊
と
し
て
開
隊
、
1938
（
昭

和
13
）
年
12
月
15
日
に
独
立
、
陸
上
機
操
縦

教
育
を
担
当
。
1944
（
昭
和
19
）
年
３
月
15
日

に
実
用
機
課
程
の
練
習
航
空
隊
と
な
り
、
11

月
19
日
付
け
で
特
攻
隊
の
編
成
が
命
じ
ら
れ

ま
し
た
。
25
人
の
隊
員
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
第

201
航
空
隊
に
転
出
し
、
12
月
か
ら
翌
年
１
月

に
か
け
て
金
剛
隊
と
し
て
出
撃
、
12
名
が
特

攻
で
、
６
名
が
空
戦
で
、
１
名
が
陸
戦
で
戦
死

し
て
い
ま
す
。 

1945
（
昭
和
20
）
年
１
月
に
陸
海
軍
が
全
軍
特

攻
化
を
決
定
し
た
の
を
受
け
て
、
２
月
20
日

平成２６年１１月４日 
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号 

霞ヶ浦（その８） ～戦時下の霞ヶ浦海軍航空隊～ 

1937（昭和 12）年に日中戦争が勃発すると、必要とされる航空機搭乗員の数が急

増しました。そのため教育訓練組織を増強することになり、各地に練習航空隊が開

設されていきます。1938（昭和 13）年には、この練習航空隊を統括する練習連合航

空隊が編成され、霞ヶ浦海軍航空隊には第 11 練習連合航空隊の司令部が設置され、

1939（昭和 14）年末には、第 11 練習連合航空隊の指揮下に霞ヶ浦・筑波・鹿島・

谷田部・百里原・鈴鹿の６航空隊が設けられていました。 筑波海軍航空隊の号令台と旧司令部庁舎（記念館） ↑ 



 

 

に
神
風
特
別
攻
撃
隊
筑
波
隊
64
人
（
８
機×

８
隊
）
が
編
成
さ
れ
、
特
攻
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
訓
練
は
２
ヶ
月
間
で
、
零
戦
と
零
練
戦

（
零
戦
を
練
習
用
に
改
造
し
た
機
体
）
が
使
用

さ
れ
ま
し
た
。
特
攻
隊
員
は
各
隊
長
が
中
尉
で
、

小
隊
長
、
隊
員
は
全
員
が
少
尉
で
編
成
さ
れ
、

隊
員
の
ほ
と
ん
ど
が
20
歳
代
前
半
の
予
備
学

生
出
身
の
予
備
士
官
で
し
た
。
４
月
20
日
に

は
練
習
航
空
隊
の
指
定
が
取
り
消
さ
れ
、
第
３

航
空
隊
に
編
入
さ
れ
、
実
戦
配
備
、
戦
力
化
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
は
一
部
が
茨
城
県
立
友
部
病

院
の
敷
地
に
な
っ
て
お
り
、
筑
波
海
軍
航
空
隊

本
部
は
茨
城
県
立
友
部
病
院
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
映
画
「
永
遠
の
ゼ
ロ
」
の
ロ

ケ
地
に
も
な
っ
て
い
ま
す 

鹿
島
海
軍
航
空
隊 

（
所
在
地
：
安
中
村
、
現
稲
敷
郡
美
浦
村
大
山
） 

1937
（
昭
和
12
）
年
頃
に
設
置
工
事
が
始
ま
り
、

翌
年
５
月
11
日
に
霞
ヶ
浦
航
空
隊
安
中
水
上

隊
と
な
り
、
12
月
15
日
に
鹿
島
海
軍
航
空
隊

と
し
て
開
隊
。
水
上
機
操
縦
教
育
を
担
当
。 

              

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
開
戦
後
は
、
水
上
偵
察

機
や
潜
水
艦
の
攻
撃
隊
も
加
わ
り
、
本
土
の
防

衛
、
搭
乗
員
の
教
育
、
鹿
島
灘
に
お
け
る
対
潜

作
戦
を
主
な
任
務
と
し
、
1000
人
を
超
え
る
大

規
模
な
基
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

戦
後
は
東
側
地
区
に
結
核
療
養
の
た
め
の

東
京
医
科
大
学
霞
ヶ
浦
分
院
、
西
側
地
区
に
国

立
公
害
研
究
所
が
お
か
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在

は
西
側
地
区
に
独
立
行
政
法
人
国
立
環
境
研

究
所
の
施
設
が
お
か
れ
て
い
ま
す
。 

谷
田
部
海
軍
航
空
隊 

(

所
在
地
：
谷
田
部
町
等
、
現
つ
く
ば
市
上
横
場
・
観
音
台
） 

1938
（
昭
和
13
）
年
12
月
15
日
、
霞
ヶ
浦
海

軍
航
空
隊
谷
田
部
分
遣
隊
と
し
て
開
隊
。
翌
年

12
月
１
日
に
独
立
し
、
陸
上
機
操
縦
教
育
を

担
当
。
1945
（
昭
和
20
）
年
３
月
１
日
付
け
で

教
育
任
務
を
停
止
、
第
10
航
空
艦
隊
に
編
入

さ
れ
、
制
空
お
よ
び
特
攻
部
隊
と
し
て
実
戦
配

備
、
戦
力
化
さ
れ
ま
し
た
。
常
磐
道
の
側
道
が

戦
闘
機
の
滑
走
路
で
、
研
究
団
地
全
体
が
芝
張

り
の
飛
行
場
で
し
た
。
筑
波
学
園
病
院
一
体
が

航
空
隊
本
部
で
、
常
磐
道
を
ま
た
ぐ
「
飛
行
場

橋
」
は
航
空
隊
本
部
と
飛
行
場
を
つ
な
ぐ
道
路

で
し
た
。 

中
学
45
回
卒
の
篠
田
康
氏
は
、
第
１
海
軍

航
空
廠
に
学
徒
動
員
と
な
り
、
飛
行
機
部
に
所

属
し
て
い
た
た
め
、
谷
田
部
航
空
隊
に
何
度
か

出
張
し
、
零
戦
の
特
攻
機
に
爆
弾
を
抱
え
る
装

置
を
取
り
付
け
る
爆
装
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
時
の
特
攻
隊
員
と
の
出
会
い
を
「
中

45 

戦
い
の
な
か
の
青
春
」(

平
成
７
年
刊)

の
な
か
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

「
３
度
目
に
（
谷
田
部
）
航
空
隊
に
出
張
し

た
の
は
、
卒
業
（
1945
・
昭
和
20
年
３
月
、
４ 

年
終
了
に
て
繰
り
上
げ
卒
業
）
し
て
動
員
が
延

長
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
青
々
と
伸
び
た
麦

が
、
も
う
穂
が
出
揃
っ
た
頃
だ
か
ら
５
月
の
末

か
６
月
の
初
め
か
も
知
れ
な
い
。(

中
略) 

 

夕
食
は
、
今
日
も
銀
メ
シ
に
豚
汁
、
お
酒
が
一 

             合
、
タ
バ
コ
が
十
本
、
大
福
一
ヶ
だ
が
、
オ
カ 

ズ
は
ポ
ー
ク
ソ
テ
ィ
だ
っ
た
の
で
、
ま
た
ま
た

大
感
激
で
し
た
。
豚
汁
に
入
っ
て
い
る
（
豚
肉

の
）
細
切
れ
で
さ
え
、
絶
対
に
手
に
入
ら
な
い

の
に
、
肉
の
塊
り
が
食
べ
ら
れ
る
な
ん
て
全
く

夢
の
よ
う
で
し
た
。
（
中
略
）
翌
日
、
爆
装
工

事
を
し
て
い
る
と
、
飛
行
服
姿
の
若
い
中
尉
が

や
っ
て
き
て
、
『
こ
れ
は
私
の
愛
機
だ
、
皆
さ

ん
ご
苦
労
さ
ん
シ
ッ
カ
リ
お
願
い
し
ま
す
。
こ

れ
で
私
も
お
国
の
ご
恩
に
報
い
る
こ
と
が
で

き
ま
す
』
と
笑
顔
で
言
う
そ
の
言
葉
に
、
私
は

何
と
返
事
を
し
て
よ
い
の
か
、
恐
ら
く
22
～

23
才
の
若
さ
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
そ
の

毅
然
た
る
立
派
な
態
度
に
、
た
だ
黙
っ
て
頭
を

下
げ
る
だ
け
で
、
頭
の
中
は
真
っ
白
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
」。
す
で
に
食
料
の
配
給
が
実
施
さ

れ
、
目
に
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
く
な
っ
て
い

た
豪
華
な
夕
食
（
実
戦
部
隊
に
は
物
資
が
ま
だ

あ
り
ま
し
た
）
は
、
育
ち
盛
り
の
若
者
に
と
っ

て
、
ま
さ
し
く
夢
の
よ
う
な
ご
馳
走
で
し
た
。

し
か
し
、
い
か
に
お
国
の
た
め
と
は
い
え
、
自

分
た
ち
が
整
備
し
た
零
戦
で
先
輩
た
ち
が
死

地
に
赴
く
、
そ
の
言
い
よ
う
の
な
い
思
い
が
綴

ら
れ
て
い
ま
す
。 

百
里
原
海
軍
航
空
隊 

(

所
在
地
：
橘
村
・
白
川
村
、
現
小
美
玉
市
百
里

） 

1938
（
昭
和
13
）
年
12
月
15
日
、
筑
波
海
軍

航
空
隊
百
里
原
分
遣
隊
と
し
て
開
隊
、
翌
年

12
月
１
日
に
独
立
。
陸
上
機
操
縦
教
育
を
担

当
。
1943
（
昭
和
18
）
年
の
秋
に
操
縦
教
育
を

他
の
航
空
隊
に
移
管
し
、
実
用
機
の
操
縦
と
偵

察
員
の
教
育
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
1945
（
昭

和
20
）
年
か
ら
は
特
攻
訓
練
の
み
が
実
施
さ

れ
、
３
月
末
か
ら
沖
縄
で
の
特
攻
作
戦
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
現
在
そ
の
一
部
が
航
空
自
衛
隊

百
里
基
地
・
茨
城
空
港
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

北
浦
海
軍
航
空
隊 

（
所
在
地
：
大
生
原
村
、
現
潮
来
市
大
生
） 

鹿
島
海
軍
航
空
隊
北
浦
分
遣
隊
と
し
て
開

隊
、
1942
（
昭
和
17
）
年
４
月
１
日
に
独
立
。

水
上
機
操
縦
教
育
を
担
当
し
ま
し
た
が
、
1945

（
昭
和
20
）
年
５
月
５
日
に
解
隊
、
北
浦
航

空
基
地
と
な
っ
て
訓
練
基
地
と
し
て
の
役
目

を
終
え
て
い
ま
す
。 

神
ノ
池
海
軍
航
空
隊 

（
所
在
地
：
高
松
村
、
現
鹿
嶋
市
光
） 

1944
（
昭
和
19
）
年
２
月
11
日
に
開
隊
。
第
11

練
習
連
合
航
空
隊
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
が
、

11
月
７
日
、
桜
花
特
別
攻
撃
隊
第
721
海
軍
航

空
隊
（
神
雷
部
隊
）
が
百
里
原
か
ら
転
入
し
た

た
め
、
12
月
15
日
谷
田
部
飛
行
場
に
転
出
し

ま
し
た
。
神
ノ
池
で
は
1945
（
昭
和
20
）
年
１

月
15
日
か
ら
「
桜
花
」
に
よ
る
特
攻
訓
練
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。 
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↑ 鹿島海軍航空隊の滑走台。ここから水上機を

湖面に押し出したり、引き上げたりしました。 
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